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～初陪餐　おめでとう～

　やったね。牧師先生とのお勉強、まだ１

年生にもなっていないので、大丈夫かな

…と少し心配でした。でも「どう？」と尋

ねると「おもしろいよ」との答え。

　いよいよ初陪餐の日。白く短いガウン姿

の君は天使のように輝いていたよ。お二人

の牧師先生にはさまれてのあの喜び。皆さ

んの笑顔の真ん中での神様の祝福。主の祈

りは、いつの間にかすっかり覚えていたの

ね。祝会で大きい声で祈れた！突然起こっ

た拍手。牧師先生が後でおっしゃった。「主

の祈りに拍手は初めてです」と。

　君が一年生になっても、もっと大きく

なっても、神さまはいつも君を見つめて

いて下さる。嬉しい時も、悲しい時も、苦

しい時も。私もこの地上にいる限り、い

いえ、いつの日か天に召されても、君を見

守っているよ。妹のEちゃんが、お兄ちゃ

んの口の動きを見ていて覚えたのか、主

の祈りのことばを口ずさんでいたの。今

度Eちゃんの初陪餐の時、きっと、

全部云えるでしょうね。お兄

ちゃん一緒に祈ろうね。

第 22 期の新しい船出　第 1回常議員会からのポイント 4 ....  

福音版

＞＞＞＞＞  6.19　市ヶ谷センター

　2006 年 6 月 21 日現在の最新版住所録です。お求めに
なったルートで新しいものを受け取ってください。個

別に教会手帳を購入された方は東京聖文舎へ、お問い合

わせ下さい。

ルターによる宗教改革の遺産の集大成　～一致信条書重版、出版～

クリスチャンのライフカレンダー④

バイブル
メッセージ

　通常の報告や審議事項に加え、諸委員の選任、牧師補の身分変更

などが審議されました。また今回は、総会を振り返り、総会を通し

て表された全国の教会の気持ちを汲み取りながら、今期の基本方

針が確認されるなど、重要な常議員会でした。

　他には、総会決議された神学生寮建築のため、「神学生寮設置

募金委員会」が設置されました。そして、アメリカ福音

ルーテル教会（ＥＬＣＡ）の宣教師派遣方針の変更によ

り、宣教師の任務等について変更が迫られ、協議が続け

られています。

総会の振り返り

　総会では、ほとんどの議案が承認されました（6月号

3面参照）。しかし、主にＰ６（教会構造改革）の関連で

否決されたものがあります。これは、教会憲法の変更

で全代議員の3分の2の賛成がないと承認されないな

ど、ハードルが高いものも含まれていました。教会再編

については、明確にするために期限や義務化の項目を

付帯決議で追加提案しましたが、議論の末提案者が取

り下げ、当初案がそのまま承認されました。ですから、

新教会（教会合同）や教会共同体を形成して、より効果

的な宣教にあたるという項目は、否決されていません。

「宣教力をアップするため」という目的にかなうよう

に、現場の教会がより主体的に形や期限を決めること

ができるようになったともいえます。また本教会常議

員を教区の複数候補推薦のなかから全国区での投票を

するという案なども否決されました。

これを受けての総括

　宣教方策は全国レベルで決定し、それを受けて教区

や各個教会で取り組むものと、教区レベルのもの、また

各個教会独自のものと、3種類に分類することができま

す（2004年総会で承認）。今回の反応は、全国で協議し策

定し取り組んできたPM21に対して、十分な共通認識や

理解が深められていなかったものともいえます。また

は、トップダウンに見えてしまう方策実現に、教区や各

個教会が、より主体的に関わり、自ら検討し選択する姿

勢が表明され、その時間が確保されたことになります。

　そして、議長はじめ事務局や本教会常議員会は、トッ

プダウンと取られることの無いように、十分な現場と

の意見交換と、また審議決定事項の迅速な伝達が欠か

せないことを反省と共に確認しました。

　全国総会を 5月に終えて、 初めての常議員会が 6月 19 日から 21 日ま

で開かれました。 先月号に続いて、 より詳細な内容をレポートします。

　私たちルーテル教会は、キリスト教会の三つの基本信条（使徒信

条、ニケヤ信条、アタナシウス信条）に加えて、宗教改革の諸文書の

なかでも信仰告白とした６つの文書（アウグスブルク信仰告白、ア

ウグスブルク信仰告白弁証、シュマルカルデン条項、小教理問答、大

教理問答、和協信条）を「一致信条書」として持っています。

　日本においては、１９８２年に聖文舎から「ルーテル教会信条集

（一致信条書）」として刊行されましたが、その後長い間絶版となっ

ていました。

　この度、教文館よりお申し出をいただき、その重版として、最

低限の見直しと部分改定をしたうえで「一致信条書（ルーテル

教会信条集）」が出版されました。

　教会間のエキュメニカルな運動が盛んになる中で、宗教改革の歴

史的研究に重要であるだけでなく、信仰と自分たちのアイデンティ

ティを確認するためにも大変大切なこの信条集が重版されたこと

は大きな喜びです。

その意味では、私たち

ルーテル教会のため

に重版されたような

ものですので、大部な

ものではありますが、

一人でも多くの方が

手にとって読まれる

ことを望んでいます。

A5判上製（函入）

1,224頁　

定価　25,000円

（税抜き）

今期の重点課題

 山之内正俊議長から、これらの総括やこれまでの4年間を踏ま

え、後2年間の「第22回総会期の基本方針と重点課題」が発表さ

れ、審議と修正追加の後、承認されました（4面）。後日、各個教会

へ配布される常議員会議事録をご覧ください。

　これを通して、私たちの教会がより豊かで、宣教にあたれる教

会に成長していくことが願われています。

最新版教会手帳住所録できました

心の旅を
見つめて 

皆さんの声を
聞かせてください

　教会手帳編集委員会では 2007 年版教会手帳の準備を
始めています。日頃お使いになられている皆様のご意見

をお寄せ下さい。

　①教会手帳の気に入っている点②使いにくい点③そ

の他ご意見、をご記入の上、メイルにてお送り下さい。

　メイルアドレスは【techo@jelc.or.jp】です。

　メイル以外でのご意見、もっと詳しいアンケートは各

教会に配布しています。

　締め切りは【8 月 20 日】です。よろしくおねがいいた

します。

■ JELCの TV ？始まる！■
　各地の宣教の働きや PM21 への取り組みを、紙上でお伝えしたり、ビデオ
やＤＶＤを製作し教会宛にもお送りしていますが、お一人お一人に届くの
に限界を感じます。そこで、今回常議員会で承認され、日本福音ルーテル教
会のＴＶ番組ともいえるものが始まります。これは、　「jelc.TV」というア
ドレスで、インターネット上で番組を配信し、パソコンで視聴していただく
ものです。「ＪＥＬＣテレビ」
とお呼びください。
　将来的には、これを通じて、
ＬＡＯＳ講座の番組や、信徒
説教者養成講座の通信教育も
可能になります。ぜひご覧く
ださい。
　 視 聴 方 法： イ ン タ ー
ネ ッ ト ブ ラ ウ ザ ー で、
「http://www.jelc.TV」と入力
してエンターキーを押すだけ
です。また、ＤＶＤも実費でお
分けしていますので、こちら
をご希望の方は、宣教室まで
ご連絡ください。

言葉の説明：
PM21＝「日本福音ルーテル教会 21世紀宣教方策」の愛称（Power Mission21)
　2002 年全国総会で承認された 10年単位の全国の宣教方策。これまで第 1
次から第 4次まであった 8年単位の「総合方策」とは違い、宣教力のアップと
時代に適った構造改革など、緊急課題に的を絞って教区・各個教会で取り組
むとするもの。7つのプロジェクト（P1-P7)からなる。

7つのプロジェクト

次世代（TNG）への
伝道・育成

証し･奉仕する信徒

牧師・その使命と働き

宣教共同体

世界宣教への参与

組織と宣教体制の
見直し

財政計画
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　聖書には「自分に罪がないと言うなら、自らを欺いて
おり、真理はわたしたちの内にはありません」（ヨハネ
の手紙一　１章８節）とあります。
　前回、私達は人間の性質について考えました。それ
は、動物と霊的な要素との逆説的に混じり合っている
事を見出しました。今回は更に人間の「罪人」としての
伝統的定義を見て参りましょう。「罪人」が神学的では
なく具体的にどのような意味を持つのでしょうか。

罪とはナルシシズム (自己愛 )

　イエス様の譬えに（マタイ 25章 14～ 30節）、僕に
お金を委託し、怠け者の悪い僕はお金を隠してしまう
話があります。彼は預かったお金を自分自身のために
取って置き、しまい込んでしまいました。忠実な良い僕
とは世界の中で他者と共に働く事に関わって行く人で
す。彼らは預かったお金を有用なものを産み出すもの

　私にとって禁断の果実とは何でしょうか。人それぞ
れでその中身は異なっているでしょうが、私達の一人
ひとりに禁断の果実があるのです。そしてそれを食べ
ると私達は悲惨へと投げ落とされてしまうのです。
肉の欲望について

　肉の誘惑より更に害のある誘惑があります。肉の誘
惑は少なくとも人を希望につなぎます。誰かを捜し求
め、関係を結び、人を楽しませます。別の誘惑は私達を、
絶望、無関心、あるいは憎悪へと駆り立てます。これら
の事は他者と関係を結ぶ事よりも、たとえそれがゆが
んだものであったとしても、なお悪いものではないで
しょうか。
心を曇らせるものが罪

　創造的働きをするために主として必要な事は澄んだ
心を持つ事です。健康的で、澄んだ心は、正しい視点を
保ち、神の導きに鋭敏で、人生において御心を実現すべ
く従う事ができます。
　罪とは、私の精神状態を混乱させ濁らせ、その結果何
が最も重要であるかという事に対しての眺望を見失う
事に他なりません。罪とは、建設的に働いたり、他者に
仕える事を妨げるものです。罪とは、神への意識を曇ら
せるものの事です。

（翻訳：上村敏文）

へ投資しました。
　罪とは、全く自分自身や自己の利益に巻き込まれて
いる事であり、他人へ働きかけ、創造性、生産性である
事に失敗しています。別の言葉で言うなら、罪とはナル
シシズム（自己愛）です。すなわち人生がそれ自身のた
めに転嫁しているのです。
禁断の果実

　創世記のエデンの園は、真に偉大な神話です。神話と
は深淵なる真実を表すために、ある意味で事実に基づか
ない物語です。それは人間の振る舞いを多面的に照らし
出しています。アダムとエバは、エデンの園の多くの良
い果実を食べる事を許されていました。それは、私達が
人生において、多くの満たしと美しい物を持つ事が許さ
れている事と同じです。しかし、一つの果実は禁止され
ていました。それを食べればさまざまな欲望が引き起こ
され、罪と恥をもたらすからです。それによって、彼らは
完全な園から悲惨へと追放されることになったのです。
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求道者の旅
A SEEKER’S JOURNAL

*「求道者の旅」より抜粋 ケネス･ J・デール
ルーテル学院大学名誉教授
引退宣教師

第 17 回　罪とは何か？

私の愛唱聖句

 

あ
な
た
の
愛
唱
聖
句
は
と
聞

か
れ
る
と
、す
ぐ
に
好
み
の
み

言
葉
が
頭
に
浮
か
ん
で
し
ま

い
ま
す
が
、「
気
に
な
る
」
み

言
葉
と
表
現
し
た
ほ
う
が
、私

に
は
し
っ
く
り
と
く
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
と
い
う
の

も
、み
言
葉
は
人
の
好
き
嫌
い

に
よ
っ
て
計
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。聖
書

の
中
に
は
厳
し
く
、耳
を
塞
い

で
し
ま
い
た
く
な
る
も
の
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

 

私
は
高
校
生
の
と
き
に
初
め

て
友
人
に
誘
わ
れ
、教
会
を
訪

れ
ま
し
た
が
、そ
の
時
出
合
っ

た「
青
春
の
日
々
に
こ
そ
、お

前
の
創
造
主
に
心
を
留
め
よ
」

（
コ
ヘ
レ
ト
12
章
1
節
）
は
、

ど
う
し
て
も
素
直
に
飲
み
込

め
ず
、胸
に
つ
か
え
ま
し
た
。

正
直
、若
い
時
に
出
会
わ
な
け

れ
ば
、も
っ
と
楽
に
生
き
ら
れ

る
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
す
。

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
か
れ
れ

ば
、神
さ
ま
か
ら
離
れ
て
し

ま
っ
た
で
し
ょ
う
。け
れ
ど
も

不
思
議
な
こ
と
に
聖
書
は
、一

つ
の
み
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、

次
の「
気
に
な
る
」み
言
葉
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
、私
に
迫
っ
て

き
ま
し
た
。今
も
私
の
心
を
と

ら
え
て
離
さ
な
い
の
は
、コ
リ

ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
12

章
9
〜
10
節
の
使
徒
パ
ウ
ロ

の
言
葉
で
す
。
こ
の
書
簡
の

10
〜
13
章
は
一
つ
の
手
紙
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、私

に
は
パ
ウ
ロ
神
学
の
実
存
的

中
心
と
読
め
る
の
で
す
。た
し

か
に
彼
の
心
の
乱
れ
が
し
る

さ
れ
、神
学
者
が
指
摘
す
る
よ

う
に
感
情
が
突
出
し
て
い
る

こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
が
、キ
リ

ス
ト
者
と
し
て
の
苦
悩
の
現

実
が
如
実
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　
「
わ
た
し
は
弱
い
と
き
に
こ

そ
強
い
」
こ
の
主
張
は
言
葉

に
お
い
て
逆
説
と
い
う
側
面

が
あ
り
ま
す
が
、信
仰
的
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
は
違
い

ま
す
。彼
は
人
間
の
弱
さ
の
中

に
、神
の
恵
み
が
現
れ
る
こ
と

を
証
し
し
、自
ら
の
確
信
の
ゆ

え
に
誇
り
と
し
ま
す
。

 

牧
会
者
と
し
て
の
生
活
を
送

り
、そ
れ
ほ
ど
長
い
年
月
は

経
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、教
会

を
通
し
て
出
会
う
人
々
の
信

仰
に
触
れ
る
と
き
、こ
の
み
言

葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
日
々

悩
み
の
中
で
解
決
の
糸
口
が

見
出
せ
な
い
、肉
体
的
・
精
神

的
な
痛
み
に
耐
え
て
い
る
、あ

る
い
は
病
床
の
床
に
伏
し
て

お
ら
れ
る
方
々
も
お
ら
れ
ま

す
が
、苦
悩
の
只
中
に
あ
る
時

は
感
情
的
に
な
ら
れ
た
と
し

て
も
、祈
り
の
中
で
与
え
ら
れ

牧
師
�
声
�
信
徒
�
声

た
時
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
パ
ウ
ロ
も
何
度
も
自
分

の
肉
体
の
と
げ
を
取
り
去
っ

て
も
ら
お
う
と
主
に
祈
り
ま

し
た
。「
す
る
と
主
は
、『
わ
た

し
の
恵
み
は
あ
な
た
に
十
分

で
あ
る
。
力
は
弱
さ
の
中
で

こ
そ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
の

だ
』」（
9
節
）
と
の
言
葉
が

返
っ
て
き
ま
す
。
翻
っ
て
彼

は「
キ
リ
ス
ト
の
力
が
わ
た

し
の
内
に
宿
る
よ
う
に
」（
同

節
）生
き
る
の
で
す
。

 

人
は
時
間
の
経
過
と
共
に
生

老
病
死
を
迎
え
ま
す
が
、し
か

し
人
間
的
に
弱
く
さ
れ
る
と

き
に
神
さ
ま
の
力
が
強
く
な

る
の
で
あ
れ
ば
、そ
れ
だ
け
で

十
分
生
き
て
ゆ
け
る「
キ
リ
ス

ト
の
た
め
に
満
足
し
て
い
ま

す
」（
10
節
）の
で
す
。こ
の
よ

う
な
み
言
葉
も
、そ
れ
に
呼
応

す
る
よ
う
な
形
で
現
れ
る
一

和
わ だ

田 憲
の り あ き

明

東教区　諏訪教会　信徒

　宮
みやざわ

澤 あい

< 信徒の声 >教会の宝石を捜して

< 牧師の声 >

　九州教区
箱崎教会・聖ペテロ教会 牧師

コリントの信徒への手紙二　12 章 9 ～ 10 節

　

い
い
え
、皆
さ
ん
本
当
に

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
古
着
を
提
供
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、繕
い
物
を
し
た
り
、郵

送
し
た
り
、送
料
を
献
金
し

た
り
と
、私
一
人
の
力
で
は

と
て
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

で
き
る
限
り
多
く
の
方
に

喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
う
ち
に
、こ
ん
な
数

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
私

の
喜
び
で
す
が
、そ
の
か
わ

り
家
の
中
は
い
つ
も
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
で
い
っ
ぱ
い
で
す

(

笑)

。

 

も
う
20
年
位
前
か
ら
で
す
。

当
時
牧
師
だ
っ
た
塩
原
先
生

が
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
く
こ
と
に

な
り
、ぜ
ひ
中
古
の
衣
類
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た

�
�
�
�
古
着
�
送
�
始

�
�
�
�
�
�
�

こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　

そ
の
時
は
古
着
だ
け
で
な

く
、石
鹸
や
雑
貨
な
ど
も
信

徒
の
方
に
お
願
い
し
て
送
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、塩

原
先
生
は
帰
国
さ
れ
ま
し
た

が
、家
に
は
ま
だ
古
着
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
…
…
。
そ
れ

で「
わ
か
ち
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
送
り
先
を
変
更
し

ま
し
た
。

�
�
�
�
古
着
�
�
�

�
送
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
バ
ン

グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、タ
ン
ザ
ニ

ア
、ソ
マ
リ
ア
と
様
々
な
国

に
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
の

国
の
方
が
着
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、テ
レ
ビ
で
裸
足
の
子
ど

なぜなら、わたしは弱いときにこそ強いからです

牧会はアナログのわざ　

も
や
ボ
ロ
ボ
ロ
の
服
を
着
て

い
る
人
を
見
る
と
、満
た
さ
れ

て
い
る
私
た
ち
が
何
か
し
た

い
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

国
内
で
も
ね
、大
阪
の「
喜

望
の
家
」
と「
か
に
た
婦
人

の
村
」に
、毛
布
も
あ
わ
せ
て

送
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

人
び
と
り
の
キ
リ
ス
ト
者
の

証
し
も
ま
た
、相
ま
っ
て
網
の

よ
う
に
私
を
と
ら
え
ま
す
。

�
�
毎
年
�50
箱
以
上
�
�

大
変
�
数
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�私
�
�
�
教

会
�
�
一
番
古
�
信
徒
�

�
�
�
�
�
子
�
�
�
�

孫
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

私
は
、昭
和
23
年
頃
に
洗

礼
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後

主
人
も
、ま
た
妹
の
家
族
も

み
ん
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に

な
っ
て
く
れ
て
本
当
に
幸
せ

で
す
。み
ん
な
健
康
で
、私
た

ち
は
満
た
さ
れ
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。
困
っ
て
い
る
方
が

い
れ
ば
、少
し
で
も
お
役
に

立
ち
た
い
と
思
っ
て
続
け
て

き
た
だ
け
な
ん
で
す
よ
。

集
�
�
�
�
古
着
�
毛
布

�
��
�
�
�
�
全
部
�
洗

濯
�
�
�
�
繕
�
�
�
�
�

�
着
�
�
�
�
�
�
�
�

送
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

送
ら
れ
る
人
の
身
に
な
っ

て
と
考
え
て
い
ま
す
。50
箱

も
送
る
と
送
料
も
大
変
で
す

が
、皆
さ
ん
の
献
金
や
奉
仕

で
ど
う
に
か
続
け
ら
れ
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限

り
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

几
帳
面
�
�
�
�
好
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
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主
�
羊
飼
�
�
�
�
�
�
�
何
�

欠
�
�
�
�
�
�
�
�
主
�
�
�

�
�
青
草
�
原
�
休
�
�
�
憩
�

�
水
�
�
�
�
�
伴
�
�
魂
�
生

�
返
�
�
�
�
�
�
�
�

詩
編
23
編
1
�
2
節

羊
飼
�
�
羊
�
関
係

　

羊
飼
い
で
あ
る
主
は
わ
た
し
に
青
草

を
豊
か
に
与
え
、命
の
水
に
導
か
れ
ま

す
。穏
や
か
で
な
に
不
自
由
な
い
営
み

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な

光
景
で
す
。ま
こ
と
に
の
ど
か
な
牧
歌

的
な
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
こ
に
歌
わ
れ
た
光

景
は
、生
き
て
い
る
こ
と
が
平
穏
無
事

に
守
ら
れ
て
い
る
以
上
に
、人
は
平
安
に

生
き
る
た
め
の
命
を
、ど
の
よ
う
に
養
わ

れ
て
い
る
か
の
確
認
の
歌
で
も
あ
る
こ

と
に
気
付
き
ま
す
。生
き
る
命
を
養
っ

て
く
だ
さ
る
の
は
、羊
飼
い
で
あ
る
お
方

で
す
。現
実
の
羊
飼
い
が
ど
れ
ほ
ど
過

酷
な
職
業
で
あ
る
か
は
ヤ
コ
ブ
の
姿
に

よ
く
表
れ
る
と
こ
ろ
で
す（
創
世
記
31

章
38
節
以
下
）。最
初
の
ク
リ
ス
マ
ス
の

夜
、救
い
主
降
誕
の
使
信
を
聞
い
た
、羊

飼
い
た
ち
が「
野
宿
を
し
な
が
ら
、夜
通

し
羊
の
群
れ
の
番
を
し
て
い
た
」（
ル
カ

2
章
8
節
）と
あ
る
の
も
彼
ら
の
厳
し

い
生
活
ぶ
り
を
思
い
起
さ
せ
る
に
十
分

で
す
。こ
う
し
た
羊
飼
い
の
わ
ざ
は
、や

が
て
神
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
関
係
に

ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
詩
編

１
０
０
章
3
節
）。こ
う
し
た
表
現
は
旧

約
の
随
所
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、よ
く
ご

存
知
の
は
ず
で
す
。

　

キ
リ
ス
ト
も
ま
た
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
わ
た
し
は
良
い
羊
飼
い
で
あ
る
。良
い

羊
飼
い
は
羊
の
た
め
に
命
を
捨
て
る
」

（
ヨ
ハ
ネ
10
章
11
節
）。激
し
く
も
厳
し

い
働
き
の
中
に
身
を
置
く
の
が
羊
飼
い

で
あ
り
、つ
い
に
は
群
れ
の
中
の
一
頭
の

た
め
に
命
を
捨
て
る
の
が
羊
飼
い
で
あ

る
な
ら
、羊
で
あ
る
、わ
た
し
た
ち
が
生

き
る
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
の
代
償
が
払
わ

れ
て
い
る
か
を
、あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直

し
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
主
は
言
わ
れ
ま
し
た
。「
わ
た

し
は
良
い
羊
飼
い
で
あ
る
。わ
た
し
は

自
分
の
羊
を
知
っ
て
お
り
、羊
も
わ
た

し
を
知
っ
て
い
る
」（
ヨ
ハ
ネ
10
章
14
節
）

と
。羊
飼
い
は
羊
を「
わ
た
し
」の
羊
と

し
て
知
っ
て
お
り
、羊
も
ま
た「
わ
た
し
」

の
羊
飼
い
を
知
っ
て
い
る
の
で
す
。互
い

に「
わ
た
し
の
」と
言
い
合
う
関
係
が

羊
飼
い
と
羊
の
間
に
あ
る
の
で
す
。

�
�
�
�
羊
飼
�
��
�
�
�
羊�

　

こ
の
関
係
は
、伝
道
と
並
ん
で
牧
会

と
い
う
名
で
教
会
の
働
き
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。羊
飼
い
が
羊
を
知

り
、羊
も
ま
た
羊
飼
い
を
知
る
、し
か
も

両
者
の
関
係
に
は
命
が
懸
か
っ
て
い
る
、

牧
会
と
は
そ
の
意
味
で
は
、個
々
の
世

界
を
絶
え
ず
視
野
に
置
く
こ
と
か
ら

始
ま
っ
て
、つ
い
に
は
命
を
懸
け
る
ほ
ど

の
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ

は
信
頼
と
助
け
合
い
を
必
要
と
す
る

関
係
の
中
で
は
も
っ
と
も
望
ま
し
い
関

わ
り
の
か
た
ち
と
言
え
ま
し
ょ
う
。こ
れ

ほ
ど
の
関
係
は
日
常
の
人
の
営
み
の
な

か
で
は
、ほ
と
ん
ど
身
近
に
経
験
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
し
身
近
な
と

こ
ろ
に
、そ
の
よ
う
な
人
と
の
関
わ
り
が

あ
れ
ば
、ど
れ
ほ
ど
心
強
い
こ
と
で
し
ょ

う
か
。現
代
社
会
は
個
人
よ
り
も
全
体

の
生
産
性
や
効
率
性
に
重
点
を
置
い
て

き
ま
し
た
。で
す
か
ら
聖
書
が
い
う「
牧

会
」の
関
係
は
手
間
隙
が
か
か
る
の
で

あ
り
、煩
わ
し
い
こ
と
で
あ
り
、時
に
は

無
駄
な
こ
と
と
評
価
し
て
き
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
教
会
で
こ
そ
可
能
な
関
係
の

あ
り
よ
う
な
の
で
す
。

�
�
�
�
�
世
界

　

し
か
し
な
が
ら
、現
代
社
会
が
見

失
っ
て
い
る
、あ
る
い
は
煩
わ
し
い
と
さ

え
思
う「
牧
会
」的
あ
り
よ
う
に
、わ
た

し
た
ち
は
飢
え
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
意
味
で

は
、教
会
は
社
会
と
同
じ
よ
う
に
効
率

性
や
生
産
性
を
基
準
に
事
を
構
え
て

は
い
け
な
い
の
で
す
。煩
わ
し
い
こ
と
や
、

面
倒
臭
い
こ
と
や
、時
に
は
無
駄
と
見

え
る
こ
と
も
価
値
の
中
に
数
え
て
、「
牧

会
」の
働
き
に
活
か
す
べ
き
で
す
。い
わ

ば
、こ
の
社
会
が
効
率
性
と
生
産
性
を

追
求
し
て
、あ
ま
り
に
も
デ
ジ
タ
ル
化

し
た
中
で
、ス
ロ
ー
な
ア
ナ
ロ
グ
的
な
働

き
が
も
つ
貴
重
な
価
値
を
取
り
戻
す
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ル
タ
ー
に
せ
よ
、カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
せ
よ
、

宗
教
改
革
の
指
導
者
た
ち
は
多
く
の

牧
会
的
な
個
人
宛
の
書
簡
を
残
し
て

い
ま
す
が
、個
人
の
事
情
を
忖そ
ん
た
く度
し
て

書
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、誰
が

読
ん
で
も
自
分
に
宛
て
て
書
か
れ
た
か

の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
の
に
驚
か
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。手
間
隙
か
け
た
、ひ
と

り
の
人
へ
の
配
慮
は
結
果
と
し
て
、す
べ

て
の
人
へ
の
配
慮
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
ま
す
。「
牧
会
」と
は
、ひ
と
り
を

相
手
に
し
て
全
体
の
群
れ
を
失
う
の
で

な
く
、ひ
と
り
ヘ
の
配
慮
が
結
果
と
し
て

群
れ
全
体
を
養
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
、彼
ら
の
書
簡
は
よ
く
教
え
る

も
の
で
す
。筆
者
も
彼
ら
の
書
簡
を
読

み
つ
つ
、ア
ナ
ロ
グ
的
牧
会
の
世
界
を
回

復
し
た
い
と
の
願
い
か
ら
、パ
ソ
コ
ン
に

代
わ
っ
て
万
年
筆
と
イ
ン
ク
を
新
調
し

た
い
思
い
に
駆
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
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�
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http://www.jelc.or.jp/rentai

～平和を祈り、実現していくものに～
総会で「『日本国憲法』の前文及び第９条の改定

に反対する声明」がなされましたが、宣教と平和実

現のために、私たちの教会は海外宣教支援、ボラン

ティア派遣にも取り組んでいます。

今回は、パレスチナ平和交流団の準備訪問と、イン

ドワークキャンプ募集の報告をいたします。

JELA-JELC 共同プログラム

インド・ワークキャンプ

ＩＷＣ2007募集要項

　第3回インド・ワークキャン

プの参加者を募集いたします。

　これまでの参加者は、霊的に成

長する素晴らしい経験をしてき

ています。あなたもインドの小

さな村で、キリストの手足となる

体験をしてみませんか。

対象：18歳以上

日程：2007年 2 月 18 日 ( 日 )

～ 26 日 ( 月 )9 日間

問合せ・申込み：

JELA(日本福音ルーテル社団)

森川　Tel:03-3447-1521

クリスマス教会

分離壁

主日礼拝で

教
会
立
�
学
校
�
子
�
�
�
�
�



の
移
行
期
間
の
後
に
施
行

さ
れ
ま
す
。現
段
階
で
は
、

宗
教
法
人
は
そ
の
対
象
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、い

つ
宗
教
法
人
が
対
象
に
な

る
か
予
断
を
許
さ
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
日
本
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
の
関
係

で
は
、日
本
福
音
ル
ー
テ

ル
社
団（
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
）
が
、

こ
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ａ
は
宣
教
師
維

持
と
い
う
教
会
内
の
働

き
と
難
民
救
援
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
公
益
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、今

後
は
一
般
法
人
と
な
る

か
、公
益
法
人
と
し
て
の

認
可
を
目
指
す
か
重
要

な
課
題
と
な
り
ま
す
。
教

会
と
し
て
も
深
く
関
心

を
も
ち
、宣
教
共
同
体
と

し
て
共
に
考
え
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
岡
俊
一
郎
）

2006 年 8 月 15 日 ４第三種郵便物認可

住
所
の
変
更

　

6
月
18
日
に
約
4
年

振
り
で
日
本
に
帰
国
し

ま
し
た
。
成
田
空
港
に

着
い
て
す
ぐ
に
飲
ん
だ

水
の
お
い
し
さ
に
、逆

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
感
じ
ま
し
た
。
た
だ

で
、し
か
も
旨
い
水
が

飲
め
る
の
は
世
界
広
し

と
言
え
、日
本
だ
け
で

し
ょ
う
。
ま
た
、治
安
の

良
さ
を
大
変
実
感
し
ま

し
た
。
自
分
の
財
布
を

人
前
で
見
せ
た
り
、普

段
家
の
門
の
鍵
を
掛
け

な
く
て
す
む
と
い
う
日

本
の
安
全
性
は
、ブ
ラ

ジ
ル
で
は
と
て
も
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
に
着
い
て
の
最

初
の
仕
事
は
、サ
ン
パ

ウ
ロ
教
会
か
ら
依
頼
さ

れ
た
、バ
ザ
ー
に
協
力
し

て
く
れ
た
教
会
に
コ
ー

ヒ
ー
を
送
る
こ
と
で

し
た
。
今
年
の
4
月
に

サ
ン
パ
ウ
ロ
教
会
で
行

わ
れ
た
中
古
衣
類
の
バ

ザ
ー
は
大
盛
況
で
し
た
。

バ
ザ
ー
は
貧
し
く
弱
い

教
会
に
と
っ
て
有
力
な

資
金
源
で
す
。
日
本
の

教
会
へ
の
深
い
感
謝
を

サ
ン
パ
ウ
ロ
教
会
の
皆

さ
ん
は
持
っ
て
い
ま
す
。

　

7
月
9
日(

日)

か

ら
、大
森
教
会
を
皮
切
り

に
、ブ
ラ
ジ
ル
宣
教
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
後
、静
岡
地

区
、名
古
屋
地
区
、東
教

区
の
教
会
、そ
し
て
九
州

の
各
教
会
を
巡
る
予
定

で
す
。
私
の
後
援
会
の

方
々
が
計
画
し
て
く
だ

さ
り
、あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。各
教
会
で
の

奉
仕
や
報
告
が
充
実
し

た
時
に
な
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
教
会
の
皆
様

に
は
、サ
ン
パ
ウ
ロ
教

会
の
働
き
の
た
め
に
い

つ
も
お
祈
り
ご
協
力
下

さ
り
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
ブ

ラ
ジ
ル
宣
教
を
お
支
え

下
さ
る
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
宣

教
の
今
ま
で
の
働
き
に

つ
い
て
は
、ど
う
ぞ「
宣

教
師
中
間
報
告
」
を
お

読
み
下
さ
い
。
今
後
の

こ
と
は
、ブ
ラ
ジ
ル
で

は
予
測
で
き
な
い
と
言

う
の
が
現
状
で
す
。
何

事
も
日
本
の
よ
う
に

計
画
的
に
は
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
良
さ
で
も

あ
り
ま
す
。
神
さ
ま
の

予
想
外
の
導
き
に
期
待

し
な
が
ら
歩
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

梅
雨
の
中
で
あ
っ
て

も
、こ
の
日
は「
晴
れ
」た
。

準
備
委
員
の
熱
意
が「
晴

ら
」せ
た
。

　

７
月
８
日
土
曜
日
、東

教
区
宣
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
神
さ

ま
か
ら
生
か
さ
れ
て
〜
内

か
ら
外
へ
〜
」
は
、キ
リ
ス

ト
者
に
あ
た
え
ら
れ
た
信

仰
の
喜
び
を
、力
ま
ず
、自

然
に
生
き
る
こ
と
が
、こ
の

テ
ー
マ
で
し
た
。
ル
ー
テ

ル
学
院
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
に
て
、谷
口
恭
教
先

生（
大
江
教
会
員
・
元
九
州

学
院
教
師
）
を
お
招
き
し

て
、参
加
者
２
３
０
名
は
、

こ
れ
ま
で
の
13
回
の
積
み

重
ね
の
上
に
、集
め
ら
れ
た

最
高
の
数
で
し
た
。
谷
口

先
生
の
信
仰
者
の
態
度
・

生
き
方
は
、参
加
者
全
員
に

勇
気
を
あ
た
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。　

（
杉
本
洋
一
）

■
藤
井 

浩

〒
２
５
９
・
０
１
２
４

神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町

山
西
２
５
・
４
・
２
０
１

電
話
番
号

０
４
６
３･

７
３･

３
１
７
３

訃
報

宝
珠
山
幸
郎
牧
師

�
引
退
教
師
）
が
、６

月
21
日（
水
）
早
朝
、

急
性
心
不
全
の
た

め
、召
天
さ
れ
ま
し

た（
享
年
77
才
）。

平
岡
�
�
�
様
�
三

鷹
教
会
・
平
岡
正
幸

牧
師
の
ご
母
堂
様
）

が
６
月
22
日（
木
）

午
前
５
時
45
分
、召

天
さ
れ
ま
し
た（
享

年
87
才
）。

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
、お
知
ら
せ

申
し
上
げ
ま
す
。

2006 年 8月14日～19日
上通郵便局 プラザＵ
開催時間　平日 9:00 ～ 17:00　土 10:00 ～ 14:00

2006 年 8月15日～20日
熊本県立美術館分館
開催時間　平日 9:30 ～ 18:30　土日 9:30 ～ 17:00
（入館は各閉館時間の 30 分前まで）

【お問合せ】　高倉矩子　096-360-7587（TEL/FAX）

情報をお寄せいただきました。
故高倉美和先生の個展が熊本の 2
つの会場で開催されます。

�
尊
厳
死―

�
�
�
�
教
会

�
支
持
�
�
�
�―

�

�
�
�
�
�
�
報
告

　

７
月
21
日（
金
）、百
年
記

念
東
京
会
堂（
東
京
教
会
）

に
お
い
て
、日
本
キ
リ
ス
ト

教
連
合
会
主
催
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
タ
イ
ト
ル
は
標
題
）。当
日

前
半
は
、聖
公
会
神
学
院
校

長
で
あ
る
関
正
勝
先
生
の
基

調
講
演
に
始
ま
り
、江
藤
直

純
先
生（
日
本
ル
ー
テ
ル
神

学
校
校
長
）の
司
会
の
も
と
、

多
井
一
雄
先
生（
武
蔵
工
業

大
学
教
授
・
浜
田
山
キ
リ
ス

ト
教
会
会
員
）、竹
内
修
一
先

生（
上
智
大
学
神
学
部
講
師
）

と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、後
半

は
参
加
者
約
70
名
を
交
え

て
の
質
疑
応
答
を
中
心
に
進

め
ら
れ
、私
た
ち
キ
リ
ス
ト

者
が
尊
厳
死
と
い
う
重
い
問

題
に
向
き
合
う
た
め
の
よ
い

指
針
が
与
え
ら
れ
る
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

先
の
通
常
国
会
に
お
い

て「
公
益
法
人
改
革
法
案
」

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
民
法
法
人（
社
団
法

人
、財
団
法
人
）
に
つ
い

て
、そ
の
設
立
が
容
易
に

な
る
代
わ
り
に
、そ
れ
ま

で
非
課
税
で
あ
っ
た
も
の

を
原
則
課
税
と
し
て
、そ

の
中
で
特
に
公
益
性
の
あ

る
法
人
の
み
を
課
税
免
除

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
適
用
は
大
変

厳
し
い
条
件
の
も
と
に
認

可
さ
れ
、活
動
内
容
も
審

査
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
法
律
は
５
年
間

宣
教
�
�
�
�
�
開
催

訂正
「
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
災
害
支
援
募
金
の
お
願
い
」の

欄
で
掲
載
し
ま
し
た
、郵
便
振
込
み
の
口
座
番
号
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は【
０
０
１
９
０-

７-

７
１
７
３
４
】で
す
。謹
ん
で
訂
正
と
お
詫
び
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

公益法人改革法案

可決を受けて

総
会
�
議
長
�
再
選
�
�
�

�
�
�
�
今
�
�
�
�
年
�

取
�
組
�
�
振
�
返
�
�
感

�
�
�
�
�
�
�
�

�
日
本
福
音
�
�
�
�
教
会

宣
教
方
策
21
�
�
具
体
化
�

推
進
�
携
�
�
�
�
�
�
�

�
�
気
付
�
�
�
�
�
�
�
�

私
�
�
日
本
福
音
�
�
�
�

教
会
�
信
仰
�
姿
勢
�
�
何

�
内
向
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
今
�
�

�
�
�
�
�
�
私
�
�
一
人

�
�
�
�
信
仰
�
問
�
直
�

�
�
�
�
思
�
�
�
�
�
確

信
�
喜
�
�
�
�
�
�
�
伝

道
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
伝
道
不
振
�

原
因
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

確
信
�
喜
�
�
味
�
�
�
他

�
人
�
伝
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
衝
動
�
起
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
伝
道
�
伝

道
�
言
�
�
�
�
�
重
荷
�

�
�
�
�
�
�
�
�

今
期
�
年
間
�
取
�
組
�
�

基
本
方
針
�
重
点
課
題
�
教

�
�
下
�
�
�

今
期
�
�
福
音
�
�
確
信

�
喜
�
�
�
�
�
他
�
人
�

伝
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
衝
動
�
引

�
起
�
�
�
�
�
�

取
�
組
�
�
目
標

�
�
�
�
�
思
�
�

�
�
�
�
�
�
�
目
標

�
�
�
左
�
示
�
�
�
�
今

期
�
最
重
点
課
題
�
�
�
�

�
思
�
�
�
�
教
会
�
成
長
�

�
�
�
�
教
会
�
自
己
保
身

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
神
様
�
�
神
様
�
背

�
向
�
�
�
�
生
�
�
�
�

人
間
�
与
�
�
�
�
福
音
�

一
人
�
�
多
�
�
人
�
実
現

�
�
�
�
�
�
�
�
起
�

�
�
天
国
�
先
取
�
�
�
�
�

�
意
味
�
教
会
成
長
�
�
�

�
�
私
�
�
�
�
�
�
者
�

召
�
�
�
�
�
�
�
�
�

追悼 高倉美和展

第 22回総会期の基本方針と重点、話題

福音のもつ力を充分に発揮させ、一人でも多くの人に福音を届ける


